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研究成果の概要（和文）：地域在住高齢者10名前後を対象に週1回,1時間,計8回のｸﾞﾙｰﾌﾟ回想法を実践した。平
成28年度は,一般回想法として,懐かしいモノを使った実践を行ない, 結果介入前後で,認知機能検査における記
憶力において改善がみられた。平成29年度は,テーマ毎の懐かしい音を使った回想法を実践し,結果,介入前後で,
うつ状態に改善が得られた。平成30年度は,テーマ毎の懐かしい匂いを使った回想法の実践を行なったが,初回か
ら元気な高齢者が多く参加し,介入前後で有意な結果は得られなかった。
　3回のセッション評価では,短期効果を検証し,情緒面に効果が得られた。ｸﾞﾙｰﾌﾟでの積極的な交流も見られ,大
きな変化がみられた。

研究成果の概要（英文）：Group reminiscence therapy was performed for an hour for eight weeks for ten
 elderly participants living in the community. In 2016, as general reminiscence therapy, we 
practiced using nostalgic things. As a result, improvement in memory based on cognitive function 
tests was observed after the intervention. In 2017, we practiced reminiscence therapy using 
nostalgic sounds for a variety of themes. As a result, improvement in depression was observed after 
the intervention. In 2020, we practiced reminiscence therapy using nostalgic smells for each theme. 
Many healthy elderly people participated from the start; however, no significant differences were 
obtained between before and after the intervention. 
In the three session evaluations, when the short-term effects were examined, excellent emotional 
effects were observed. There were also positive exchanges among the members of the group, and 
significant changes were observed.

研究分野： 高齢者看護学

キーワード： 回想法　地域在住高齢者　健康支援
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は,新しい回想法の手法を開発することで,懐かしい古い道具がなくても,音を集めたCDや匂いにより,手
軽に回想法が実施できる。また従来の回想法と音や匂いを使った回想法を比較することにより,効果を評価する
ものである。
　また新たに多様な感覚刺激を用いる方法が開発され,対象の特性に合わせた方法の選択ができる。それらを用
いて健康支援や介護予防の実施に貢献できる。長期的には,介護保険・医療費削減にも効果が期待される。また
地域における介護予防として認知症の早期発見及び回想法終了後の自主活動グループとして社会参加やQOL向上
に成果が期待される。今後の日本の健康長寿を支えるために意義あるものと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 日本における 65 歳以上の高齢者は認知症有病者数約 462 万人， MCI 有病者数約 400 万と
概算 1)され，最近の疫学調査によれば，これを超える速度で有病率が上昇している 2)。その結
果として，認知症高齢者の人口は，2025 年には 4人に 1人になると予想されている 1)。潜在的
には，地域在宅高齢者に認知症の人がいるとみられ，認知症発症予防は，喫緊の課題である。 
 
(2) しかし認知症を予防，治療する有効な方法は非常に限られており，認知症の決定的な治療
法も特効薬もないのが現状である。こうした現状にあって，認知症に対する諸処の非薬物療法
がその予防と進展の抑制に効果的であろうと考えられている 3)。非薬物療法の中でも，回想法
は認知症の一次予防，および発症後の進行予防に効果が期待される非薬物的療法の一つである
4)。回想法は，1963 年代アメリカの精神科医ロバート･バトラー(Butler 1963) 5)によって提唱
された。高齢者の回想に対して聴き手が，共感的，受容的，支持的に関わり，高齢者の人生の
再評価やアイデンティティの強化，QOL 向上，対人関係の形成を図ろうとする効果的な援助方
法である。 
  
(3) 介護保険制度は，2015 年 4 月より 3年かけて｢市区町村が取り組む地域支援事業｣に移行
する。要介護高齢者のほぼ半数は，認知症が認められ，その 6割は，在宅高齢者であるという
地域の課題と共に，介護予防のサービスの推進が重要なものになっている。認知症介護予防プ
ログラムとして何が適切であるかといった問題については，有効な解答は示されていない。し
かし近年，介護予防としての回想法の効果が注目を集めている。国際的にも日本の取り組みが
初めてである。平成 14 年度愛知県北名古屋市や平成 16 年度岐阜県恵那市に回想法センターが
設立され，同時に地域在住高齢者の回想法に対する有効性 6)7)８）が明らかになっている。効果
は，認知機能の改善，QOL の向上，閉じこもりの改善を認めている。平成 20 年度の北名古屋市
の 5 年後の総合調査９）においても認知機能の改善，QOL(SF36)｢心の健康｣の向上，医療費削減
の効果が示唆されている。梅本は，音刺激を使った回想法の予備調査を実施し，音による回想
が既存の視覚による回想とは違い，情緒表現が多く，満足度の向上を確認している。音につい
ては，Enrichment によるアルツハイマー病モデルマウスの Aβ沈着が抑制されることなど，良
い環境が退行変性疾患の進展抑制に有効であろうということを示す報告 10)があり，従来の回想
法に比べて音の「感覚刺激」という要素を重点化することで，より高度な認知症高齢者にも効
果的な手法となると考えられている。その後の研究では，新たに QOL(SF36)「全体的健康感」，
｢身体機能」改善，認知機能の改善傾向が確認された 11)。また匂いを刺激とする回想法の効果
については，高度アルツハイマ－病患者への有用性が報告 12)されている。梅本は，一般的回想
法群と匂い刺激の回想法群の比較研究において，匂い刺激の回想法群は，認知機能の記憶力と
注意力に有意な改善を認めたことを報告した 13)。しかし回想法はこの 20 年あまりで発展した
比較的新しい療法であり，知見は十分ではない。現状の課題とし，evidence based medicine
という視点から考えると，介護予防として実証は皆無に等しい。本研究は，この取り組みをさ
らに発展させるものである。  
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２．研究の目的 



(1) 本研究は，認知症の介護予防の一つとして回想法の効果検証を行うものである。回想法は
認知症の一次予防，および発症後の進行予防に効果が期待される療法の一つである。しかし，
その効果についての知見はまだ十分に蓄積されていない。特に対照群の存在する検討はほとん
どみられない。 
 
(2) 本研究では，地域高齢者に対する介護予防の有効性の検証をおこなう。新たな回想法の手
法として｢音刺激とする回想法｣および｢匂いを刺激とする回想法｣の開発，構築と有用性の検討
をおこなう。また介護保険サービスのひとつとして，回想法が採用されることにより，介護保
険制度に寄与することも同時に研究目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1）研究種類：①前向き介入比較対照研究②研究参加者：主に自治体からの紹介等でリクルー
トした65歳以上の高齢者MMSE20点以上かつ軽度認知症患者(MCI)及び高齢者認知症を伴わない
高齢者 10名前後③研究場所：A県 H市保健センター④調査項目：初期評価基本情報：性別，年
齢，ADL，罹患疾患，教育期間，職業，既婚・未婚の別，各測定時期(前検査—後検査 1－後検査
2－後検査 3)，認知機能：MMSE は前検査のみ，Alzheimer'sDiseaseAssessmentScale(ADAS)，
SyndromkurzTest(SKT)，生活状況：独自に作成した Lifereview※いずれも自己記入式調査票に
本人が記載，抑うつ感調査：抑うつ尺度(GDS15)，QOL：SF-8，セッション評価(個人継続記録表)：
ベンダーの継続記録表(Bender，1987)(改変版)⑤回想法実施：セッションは１週間に 1 回，1
時間実施，事前準備と事後の反省会の計 3時間計 8回実施。平成 28年度は，一般的回想法を実
施する。平成 29 年度は，音を使った回想法を実施した。平成 30年度は，匂いを使った回想法
を実施した。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 28 年度は，一般回想法として，懐かしいモノを使った実践を行ない，地域在住高齢
女性 12名を対象に週 1回，1時間のグループ回想法を計 8回行なった。結果，介入前後で認知
機能検査（SKT）における記憶力において改善がみられ有意差(5％水準）が得られた。QOL(sf36)
については，前後比較において，いずれも平均値の改善はみられるものの，有意差は得られな
かった。うつ尺度(GDS15)においても有意差は得られなかった。セッション評価では，短期効果
を検証し，1回目と 8 回目を比較し，｢喜び・楽しみなどの満足度｣，｢回想・発言内容の質｣，｢対
人コミュニケーション｣，｢参加意欲・積極性｣，｢回想内容の発展性｣の全 5項目に有意差(1％水
準)がみられた。個別では，2名において｢参加意欲・積極性｣，｢喜び・楽しみなどの満足度｣の
大きな改善がみられた。本研究の参加者では，喪失体験(配偶者の死) 3 名や独居高齢者が多く
参加した。抑うつ傾向の高齢者 1名は，得点 9点から 2点へ改善する等グループ全体以外にも 
個別の効果が得られた。最終グループのまとまりや積極的な交流がみられ，終了後 1 ヶ月に 1
回の集まり，料理つくりや様々な活動を行なうなどの成果が得られた。 
 
(2) 平成 29 年度は，テーマ毎の懐かしい音を使った回想法を実践し，地域在住高齢女性 9名
を対象に週 1 回，1 時間のグループ回想法の計 8 回行なった。テーマ毎の懐かしい音の思い出
を素材に参加者がその場面を絵に描くという回想ワークのアクテビティを行なった。最終回は，
絵をパソコンに取り込み絵の中の画面をクリックすると音が鳴る音地図を作成し，回想法の手
段として有効生を検証するものである。結果，うつ尺度(GDS15)において有意差(5%水準)が得ら
れた。認知機能検査(SKT)における改善は得られず，QOL(sf8)についても，いずれも平均値の改
善はみられるものの有意差は得られなかった。セッション評価では，短期効果を検証し，1 回
目と 8回目を比較し，｢喜び・楽しみなどの満足度｣，｢対人コミュニケーション｣，｢参加意欲・
積極性｣，｢回想内容の発展性｣の全 4項目に有意差(5％水準)がみられた。本研究の参加者では
独居高齢者が多く参加した。MCI とみられる高齢者 1 名は，認知機能が改善するなど個別にも
効果が得られた。終了後 1ヶ月に 1回の集まり様々な活動を行なう成果が得られた。 
 
(3) 平成30年度は，テーマ毎の懐かしい匂いを使った回想法を実践し，地域在住高齢者8名(男
性 1名，女性 7名)を対象に週 1回，1時間の計 8回行なった。研究では，テーマ毎の懐かしい
匂いの思い出を素材に，参加者がテーマに関する懐かしい思い出を語るという回想ワークのア
クテビティを行ない，有効生を検証するものである。最終回は，思い出のにおい袋を作成し，
回想法の修了後も回想を促すためのトリガーとした。結果，認知機能(SKT)や抑うつ傾向(GDS15)
においては，介入前後で有意な結果は得られなかった。QOL(SF8)については，前後比較におい
ていずれの項目も平均値による改善はみられるものの，有意差は得られなかった。セッション
評価では，短期効果を検証し，初回と最終回を比較し，｢グループへの参加意欲｣，｢回想，発言
内容の発展性｣，｢喜び・楽しみなどの満足度｣，｢対人コミュニケーション」の 4項目いずれも
有意差(1％水準），さらに｢回想，発言内容の発展性｣に有意差(5％水準)が得られた。グループ
での積極的な交流も見られ，大きな変化がみられた。本研究の参加者では，独居高齢者が多い
ものの，比較的，認知機能や抑うつに問題がない高齢者が参加し，いずれも天井効果がみられ，
有意差が得られなかったものと思われた。終了後も自主的に定期的に集まり，活動を継続して
おり，今後，グループへの発展など健康支援や介護予防につながる可能性が示唆された。 
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